
 

東久留米市立小山小学校 

【代代表表者者名名・・問問いい合合わわせせ先先】校長岡田博史 ０４２—４７４－１６９１ 

【主主なな活活動動内内容容】  こやマップをつくり、発信する 

 本校では４年生が１学期の「総合的な学習の時間」に、こやマップを作成しています。こ

やマップとは、小山小学校区を中心とした地域の諸事象から、児童自らがテーマを設定し

て調査し、分析・考察してまとめた地図です。４年前の児童がこやマップと名付けました。 

校区内を黒目川が東西に流れ武蔵野の雑木林も残ることから、テーマは虫や鳥など自然

環境に関したものが多数を占めています。そのほかに、３年社会科の学習内容と関連して

公園、マンホール、電柱、カーブミラー、ポストなどのインフラ、さらには歴史や農作物と

多様です。 

 ４年生以外の学年でも夏休みに自由研究で取り組む児童が増えており、この活動が学校

全体に浸透しています。 

 右の作品は、令和２年度の４

年が作成しました。小山地区に

多い坂道はどこが急か、ボール

を５ｍころがして計測した、オ

リジナルなものです。左下の写真

は、測定した坂道です。 

 そのほかに、遠く離れた祖父

母にコロナ禍で会えず手紙で交

流していた思いを込めて、郵便ポストの所在と回収時刻を解明した作品や、道端に捨てら

れたマスクなどを観察したものなど、令和２年度はユニークな作品が目を引きました。 

 作品は旭川市を拠点に開催されている、私たちの身のまわりの環境地図作品展という国際的なコ

ンクールに全員で応募してきました。上記の「東久留米市まるみえ大発見」は旭川市教育長賞をい

ただきました。 
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